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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

令和６年度事業計画（案）等について協議 

事業企画委員会（保健事業部門・実務者ＰＴ）を開催 

令和６年１月 16日及び 17日に、本会は大手町のＪＡビルにおいて、事業企画委員会

（保健事業部門・実務者ＰＴ）を開催した。 

会議では、主に①ＪＡ全厚連令和６年度事業計画（案）、②厚生事業に係る要請活動、

③医療用物資の国備蓄品の売却事業―等について協議が行われた。

保健事業部門では、ＪＡグループ群馬における健康経営の取組みについて群馬県厚生

連・青木常務に事例報告いただき、意見交換が行われた。 

実務者ＰＴでは、令和６年能登半島地震におけるＪＡ厚生連の対応等について、委員

から意見が述べられた。 

１ 事業計画の概要は、以下のとおりである。 

（１）令和６年度が、診療報酬及び介護報酬の同時改定となることから、各部門の実務

者を対象とし情報提供や意見交換の場として厚生連医療スタッフ応援プログラ

ムの運営に取り組むこと

（２）新たな取組みとして、「健康経営（※）」への取り組みとして、ＪＡ、連合会及び

農業法人の職員の健康づくりに貢献するため、健康経営について検討（情報収集）

等を行うこと

※「健康経営とは」経済産業省ＨＰ（抜粋）

「健康経営」とは、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践すること

です。企業理念に基づき、従業員等への健康投資を行うことは、従業員の活力向上や生

産性の向上等の組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や株価向上につながると

期待されます。 

健康経営は、日本再興戦略、未来投資戦略に位置づけられた「国民の健康寿命の延伸」

に関する取り組みの一つです。 

（３）法人税非課税要件の管理については、令和６年度に法人税非課税措置の継続に係

る財務大臣の承認申請を行う厚生連が 25 に及ぶことから、これに係る本会の業

務量が増加することとなる。また、申請には期限があることもあり、本会の県担

当制を通じて申請手続きを支援していくこと 
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

（４）厚生事業審議会答申を受けた事務所移転の検討については、当該事務所の管理に

係る経費の削減や会員の利便性を総合的に勘案したうえで事務所移転の検討を

行っていくこと 

２ 令和６年度税制改正要望として、有償病床割合の見直しについて取り組んできたと

ころであるが、12月 13日に自民党税制調査会において採択されたところであり、そ

の経緯・経過を説明した。 

令和５年４月 JA全中に要望書（案）提出 

５月 自民党議員連盟「農民の健康を創る会」の現地視察（愛知県厚生連江南

厚生病院）において、差額ベッド制限の緩和を要請 

９月 自民党議員連盟「農民の健康を創る会」の現地視察（北海道厚生連旭川

厚生病院）において、差額ベッド制限の緩和を要請 

10月 JＡ全中理事会において要望事項を決定 

11月 自民党議員連盟「農民の健康を創る会」総会において、差額ベッド制限

の緩和を要請 

12月 自民党税制調査会で、差額ベッド制限の緩和が採択 

12月 令和６年度税制改正大綱を閣議決定 

３ 厚生連からの照会事項の記録の共有については、各厚生連から連絡があった照会事

項に関し、根拠等を明確にしながら対応しているところであるが、それらの共有方法

や手順等について説明した。 

４ 保健事業部門の健康経営の取組みについては、これまで、青年部や女性部と連携し

た健診受診勧奨の取組みなどを進めてきたが、今後の農家の健康につなげるための

「健康経営」の厚生連の取組について、意見交換が行われた。 

５ 実務者ＰＴでは、令和６年能登半島地震におけるＪＡ厚生連の対応等について、各

厚生連におけるＤＭＡＴ派遣対応の状況が述べられたほか、ＤＭＡＴ隊員から派遣に

係る課題等を収集して欲しいなどの意見が述べられた。 
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令和５年度事業企画委員会 名簿（実務者 PT部門） 

氏名 厚生連名 役職 

小川 秀幸 北海道 代表理事専務 

髙久 忠 福島県 代表理事理事長 

高木 茂 富山県 代表理事理事長 

宇野 修二 愛知県 代表理事理事長 

庄山 隆裕 三重県 代表理事理事長 

豊田 達之 広島県 代表理事理事長 

令和５年度事業企画委員会 名簿（保健事業部門） 

氏名 厚生連名 役職 

飯沼 全司 山梨県 代表理事専務 

上月 裕司 兵庫県 代表理事常務 

三宅 隆 愛媛県 代表理事理事長 

西野 良二 熊本県 代表理事常務 

【参考】 

令和５年度事業企画委員会 名簿（医師 PT部門） 

氏名 厚生連名 役職 

小野地 章一 秋田県 代表理事理事長 

高野 靖悟 神奈川県 代表理事理事長 

洞 和彦 長野県 代表理事理事長 

塚田 芳久 新潟県 代表理事理事長 

田宮 隆 香川県 代表理事理事長 
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令和６年度事業計画（案）について協議

厚生連会長会議を開催 

令和６年１月 30 日に東京・大手町・ＪＡビル４階において、厚生連会長会議を開催

した。 

会議では、令和６年能登半島地震におけるＪＡ厚生連のＤＭＡＴ（災害派遣医療チー

ム）の活動等について報告を行った。ＤＭＡＴ等の派遣は、１月 29 日現在で派遣総数

367名（69班）となっていること、また、ＪＡ富山厚生連高岡病院及び滑川病院並びに

ＪＡ愛知厚生連江南厚生病院では、被災地から患者の受入れが行われている旨の説明を

行った。 

議事に入り、（１）ＪＡ全厚連令和６年度事業計画（案）、（２）厚生事業に係る要請活

動（令和６年度税制改正要望を含む。）、（３）厚生連の令和５年度 12月末経営収支状況 

―等に関し報告が行われた後に協議を行った。 

（１）では、令和６年度の重点実施項目について、令和６年度に第 30 回ＪＡ全国大

会が開催されることに併せて、ＪＡ・連合会職員並びに農業の担い手となる農業法人の

従業員等の健康づくりに貢献するための「健康経営」に取り組むこととし、事業計画に

盛り込むことで検討していく旨の説明を行った。 

また、令和６年度が、診療報酬及び介護報酬の同時改定となるため、当該改定に係る

実務への対応について、厚生連職員の研修の場として老健施設、リハビリ部門及び事務

部門職員それぞれを対象とした研修設定の説明を行った。 

さらに、マイナンバーカードを用いて健康保険証の資格情報を取得できる仕組み（オ

ンライン資格確認）に対する対応並びに法人税非課税措置に係る要件管理の徹底につい

ても説明を行った。 

（２）では、令和６年度税制改正要望に係る本会の取組経過や令和６年度与党税制改

正大綱について説明を行った。 

（３）各厚生連から報告があった令和５年度 12 月末経営収支を取りまとめ説明を行 

った。収支状況の動向として、事業収益は一定額の増加が継続しているものの、事業費

用、特に物価高騰の影響による材料費等の増加により、事業損益は前年度を下回る見込

みとなった旨説明を行った。 
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令和６年 能登半島地震にかかる
ＪＡ厚生連の対応等について

令和６年３月１日（金）
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１.災害の概要

2

（１）概要［気象庁情報（第12報）： １月８日 14時00分 現在］

・発生日時：令和６年１月１日16時10分

・最大震度：震度７（石川県志賀町）

・マグニチュード：7.6

・震源地等：石川県能登地方（輪島の東北東30km付近）

深さ 16km（暫定値）

・１日16時以降、震度１以上を観測した地震が1,219回発生

（震度７：１回 震度６弱：１回 震度５強：７回 震度５弱：６回

震度４：39回 震度３：138回 震度２：343回 震度１：684回）

・１日に大津波警報、津波警報が発令され、２日にすべての警報が解除
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3

２.厚生連の対応等

（１）厚生連施設からの職員の派遣状況［３月１日 12 時 調査時点］

DMAT等の職員の派遣 派遣総数460名(75班)

注１ 医師1名（統括DMAT有資格者）が能登医療圏DMAT活動拠点本部に残り、主に病院支援や情報収集等のロジスティクスを専門とした活動を行うDMATロジスティックチームとして活動
注２ 厚生連内の他病院のDMATチームに職員を派遣
注 JMAT（日本医師会災害医療チーム） として活動）、ロジ（ロジスティック（業務調整員）として活動）、栄養（JDAｰDAT（栄養士学会災害派遣）として活動）、技師（DVT検査チームとして活動）

ナース（災害支援ナースとして活動）、JRAT（大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会として活動）、MSW（災害福祉広域支援ネットワークとして活動）

厚生連名 派遣元施設名 派遣内容 厚生連名 派遣元施設名 派遣内容 厚生連名 派遣元施設名 派遣内容

北海道 帯広厚生病院 8名　（2班） 長野 佐久医療センター 26名　（5班） 愛知 江南厚生病院 11名　（2班）

帯広厚生病院 1名　（注1） 佐久医療センター 2名　（ﾅｰｽ） 江南厚生病院 1名  （技師）

倶知安厚生病院 1名　（ﾛｼﾞ） 佐久医療センター 2名 （JRAT） 江南厚生病院 7名　（ﾛｼﾞ）

秋田 能代厚生医療センター 3名　（1班） 北信総合病院 19名　（4班） 江南厚生病院 1名　（ﾅｰｽ）

能代厚生医療センター 1名（JMAT） 北信総合病院 4名　（ﾛｼﾞ） 海南病院 12名　（3班）

秋田厚生医療センター 8名　（2班） 篠ノ井総合病院 20名　（4班） 豊田厚生病院 9名　（2班）

大曲厚生医療センター 4名　（1班） 篠ノ井総合病院 1名　（ﾅｰｽ） 豊田厚生病院 1名　（  -  ）

平鹿総合病院 4名　（1班） あづみ病院 2名（MSW） 豊田厚生病院 1名  （技師）

由利組合総合病院 6名　（1班） 新潟 糸魚川総合病院 4名　（1班） 稲沢厚生病院 5名　（1班）

北秋田市民病院 5名　（1班） 柏崎総合医療センター 4名　（1班） 稲沢厚生病院 1名（JMAT）

雄勝中央病院 5名（JMAT） 村上総合病院 4名　（1班） 知多厚生病院 5名　（1班）

かづの厚生病院 4名　（1班） 佐渡総合病院 10名　（2班） 足助病院 1名  （栄養）

福島 白河厚生総合病院 5名　（1班） 富山 厚生連高岡病院 24名　（5班） 三重 松阪中央総合病院 8名　（ﾛｼﾞ）

白河厚生総合病院 6名（JMAT） 厚生連高岡病院 1名　（  -  ） 松阪中央総合病院 21名　（6班）

茨城 総合病院土浦協同病院 10名　（2班） 厚生連高岡病院 2名（JMAT） 松阪中央総合病院 5名　（ﾅｰｽ）

ＪＡとりで総合医療センター 5名　（1班） 厚生連高岡病院 4名　（ﾛｼﾞ） 鈴鹿中央総合病院 11名　（3班）

茨城西南医療ｾﾝﾀｰ病院 4名　（1班） 厚生連高岡病院 9名  （技師） 鈴鹿中央総合病院 2名　（ﾅｰｽ）

水戸協同病院 1名　（ﾅｰｽ） 厚生連滑川病院 5名（JMAT） 菰野厚生病院 3名　（注2）

上都賀 上都賀総合病院 4名　（1班） 厚生連滑川病院 1名  （技師） いなべ総合病院 5名　（1班）

上都賀総合病院 1名　（ﾅｰｽ） 岐阜 中濃厚生病院 17名　（4班） いなべ総合病院 3名　（ﾅｰｽ）

佐野 佐野厚生総合病院 5名　（1班） 中濃厚生病院 1名  （臨工） 大台厚生病院 2名　（ﾛｼﾞ）

佐野厚生総合病院 1名　（ﾅｰｽ） 久美愛厚生病院 11名　（2班） 広島 廣島総合病院 4名　（1班）

神奈川 相模原協同病院 5名　（1班） 久美愛厚生病院 1名  （臨工） 尾道総合病院 4名　（1班）

相模原協同病院 2名　（ﾛｼﾞ） 西濃厚生病院 10名　（2班） 山口 周東総合病院 5名　（1班）

相模原協同病院 1名　（ﾅｰｽ） 静岡 遠州病院 1名  （技師） 長門総合病院 4名（JMAT）

伊勢原協同病院 1名　（ﾅｰｽ） 遠州病院 1名  （JRAT） 長門総合病院 1名　（ﾅｰｽ）

伊勢原協同病院 4名（JMAT） 静岡厚生病院 1名  （技師） 徳島 阿南医療センター 4名　（1班）

清水厚生病院 1名  （技師） 阿南医療センター 1名（JMAT）

愛知 安城更生病院 15名　（3班） 吉野川医療センター 6名（JMAT）

安城更生病院 2名　（ﾅｰｽ）
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4

うち病院
派遣数

（うち病院）

厚生連の割合

（うち病院）

1月1日 22:00 9 5 - - - -

1月2日 5:00 12 7 - - - -

1月2日 10:00 18 12 15 11 83.33 91.67

1月2日 14:00 27 18 15 11 55.56 61.11

1月3日 4:00 38 27 27 23 71.05 85.19

1月4日 16:00 89 68 27 23 30.34 33.82

1月5日 11:00 148 118 24 22 16.22 18.64

1月9日 12:00 153 123 16 16 10.46 13.01

1月10日 11:30 149 118 15 14 10.07 11.86

1月11日 12:00 156 117 16 13 10.26 11.11

1月12日 12:00 249 208 18 17 7.23 8.17

1月15日 12:00 206 167 10 7 4.85 4.19

1月16日 12:30 181 142 9 6 4.97 4.23

1月17日 6:00 199 162 8 6 4.02 3.70

1月18日 6:00 126 81 10 7 7.94 8.64

1月19日 6:00 166 114 9 7 5.42 6.14

1月22日 6:00 149 118 10 7 6.71 5.93

1月23日 6:00 161 125 9 7 5.59 5.60

1月24日 6:00 152 115 8 7 5.26 6.09

1月25日 6:00 152 115 7 6 4.61 5.22

1月26日 7:00 162 120 7 6 4.32 5.00

1月29日 0:00 122 87 5 4 4.10 4.60

1月30日 12:00 107 81 5 4 4.67 4.94

※　出典：厚生労働省「石川県能登地方を震源とする地震による被害状況等について」https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_37198.html

※　全厚連調査は活動日のみのため、厚労省の公表時点とは異なる。

　【参考】災害拠点病院数（令和5年4月1日時点）　770病院（厚生連45病院5.8%）

DMATの登録医療機関数　838施設　（厚生連48病院（5.7％））EMISより

（２）令和6年能登半島地震のDMAT活動状況［１月31日 12 時 現在］

公表時点 派遣総数
派遣数

（総数）

厚生連の割合

（総数）

日付

活動中のDMAT数 厚生連派遣（全厚連調査）
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令和６年３月１日12時現在

厚生連名 病院名 依頼元
いつから

（出発日）
人員 人数 班 活動内容等

北海道 帯広 道 1/9 4名（１班） 4名 1班 1/9-1/13　公立能登総合病院集合→市立輪島病院（輪島市）へ派遣

道 1/12 1名（医師） 1名 注
1/12-1/20　上記DMATの医師1名（統括DMAT有資格者）が能登医療圏DMAT活動拠点本部（能登総合病院内）に残り、

主に病院支援や情報収集等のロジスティクスを専門とした活動を行うDMATロジスティックチームとして活動

道 1/19 4名（１班） 4名 1班 1/19-1/25　珠洲市内で1/20から1/24まで活動

倶知安 道 1/20 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/20-1/28　珠洲市保健医療福祉調整本部にて業務調整員（ロジスティクス）として活動　1名（薬剤師）

秋田 能代 県 1/7 3名（１班） 3名 1班 1/7-1/10　能登総合病院へ派遣（医師1名・看護師1名・業務調整員（臨床工学技士）1名）

医師会 1/14 1名（JMAT） 1名 JMAT 1/15-17　石川県保健医療福祉調整本部（石川県庁内）JMAT派遣

秋田 県 1/7 4名（１班） 4名 1班 1/7-1/10　能登総合病院へ派遣（医師1名・看護師2名・業務調整員（臨床工学技士）1名）

〃 1/17 4名（１班） 4名 1班 1/18-22　珠洲市健康増進センター（医師1名・看護師2名・業務調整員（放射線技師）1名）

大曲 〃 1/9 4名（１班） 4名 1班 1/10-1/13　能登総合病院へ派遣（医師1名・看護師2名・業務調整員（薬剤師）1名）

平鹿 〃 1/7 4名（１班） 4名 1班 1/7-1/10　能登総合病院へ派遣（医師1名・看護師2名・業務調整員（検査技師）1名）

由利 〃 1/10 6名（１班） 6名 1班 1/10-14　能登総合病院へ派遣、1/11から公立穴水総合病院で活動（医師2名・看護師2名・業務調整員（ME・事務）2名）

北秋田 〃 1/11 5名（１班） 5名 1班 1/11-14　能登総合病院へ派遣（医師1名・看護師2名・業務調整員（薬剤師・放射線技師）2名）

雄勝 医師会 1/20 5名（JMAT） 5名 JMAT 1/21-23　石川県保健医療福祉調整本部（石川県庁内）JMAT派遣

かづの 県 1/11 4名（１班） 4名 1班 1/11-15　能登総合病院へ派遣（医師1名・看護師1名・業務調整員（薬剤師・事務）2名）

福島 白河 県 1/6 5名（１班） 5名 1班 1/7-1/9公立能登総合病院集合→輪島市内で活動（医師1名、看護師2名、業務調整員（診療放射線技師・臨床工学技士）2名）

医師会 2/21 6名（JMAT） 6名 JMAT 2/22～2/24　能登半島地方および金沢市以南の避難所の支援、6名（医師1名、看護師3名、薬剤師1名、事務職員1名）

茨城 土浦 厚労省DMAT事務局 1/6 6名（１班） 6名 1班 1/6-1/8能登総合病院へ派遣（医師2、看護師2、事務員2）

〃 1/19 4名（１班） 4名 1班 1/20-22（珠洲市へ第６次隊追加派遣：医師1、看護師2、放射線技師1）

とりで 〃 1/6 5名（１班） 5名 1班 1/6-1/8能登総合病院へ派遣（医師1、看護師2、臨床工学技士2）

西南 〃 1/6 4名（１班） 4名 1班 1/6-1/8能登総合病院へ派遣（医師1、看護師2、事務員1）

水戸 県看護協会 1/17 1名（看護） 1名 ナース 1/17-22災害支援ナース派遣（1/17石川県庁集合）

上都賀 上都賀 県 1/7 4名（１班） 4名 1班 1/7-1/9公立穴水総合病院(穴水町)を中心に活動

県看護協会 1/21 1名（看護） 1名 ナース 1/21-24 看護師1名 災害支援ナースの派遣

佐野 佐野 県 1/6 5名（１班） 5名 1班 1/6-1/8 5名（医師１名、看護師２名、業務調整員２名）派遣

〃 1/22 1名（看護） 1名 ナース 1/22-26 看護師1名 珠洲市健康増進センター

神奈川 相模原 厚労省DMAT事務局 1/12 5名（１班） 5名 1班 1/12-1/19公立能登総合病院集合→珠洲市総合病院で活動（医師１名、看護師２名、事務２名）

県看護協会 1/30 1名（看護） 1名 ナース 1/30-2/2　派遣場所：輪島市鳳至小学校

県 2/8 2名（※） 2名 ロジ 2/8-2/13　石川県庁にて統括・ロジスティック業務に従事（医師1名、調整員1名）

伊勢原 県看護協会 2/5 1名（看護） 1名 ナース 2/5-2/8　派遣場所：輪島市鳳至小学校

医師会 2/22 4名（JMAT） 4名 JMAT 2/22～2/25　診療支援や避難所の巡回等を行う予定(医師1名、看護師2名、事務員1名)

長野 佐久 県 1/2 6名（１班） 6名 1班 1/2-1/6　

〃 1/4 5名（１班） 5名 1班 1/4-1/7

〃 1/9 5名（１班） 5名 1班 1/9-1/14

〃 1/23 5名（１班） 5名 1班 1/23-1/27

〃 2/9 5名（１班） 5名 1班 2/9-2/11

〃（看護協会） 1/15 1名（看護） 1名 ナース 1/15-1/18　看護師

〃（看護協会） 1/18 1名（看護） 1名 ナース 1/18-1/21　看護師

長野JRAT 2/15 2名 2名 JRAT 2/15ー2/19　PT1名、ST1名　長野JRAT（日本災害リハビリテーション支援協会長野支部）

北信 〃 1/2 5名（１班） 5名 1班 1/2-1/4

〃 1/4 4名（１班） 4名 1班 1/4-1/7

〃 1/17 5名（１班） 5名 1班 1/17-1/20

〃 2/1 5名（１班） 5名 1班 2/1-2/4

〃 1/4 2名（  ※  ） 2名 ロジ 1/4   長野県DMAT調整本部（長野県庁）*遠隔対応（医師+ロジ）

〃 1/11 2名（  ※  ） 2名 ロジ 1/11 長野県DMAT調整本部（長野県庁）*遠隔対応（医師+ロジ）

篠ノ井 〃 1/2 5名（１班） 5名 1班 1/2-1/5

〃 1/4 5名（１班） 5名 1班 1/4-1/6

〃 1/7 5名（１班） 5名 1班 1/7-1/12

〃 1/29 5名（１班） 5名 1班 1/29-2/2

〃（看護協会） 1/15 1名（看護） 1名 ナース 1/15-1/18

あづみ 〃（災害福祉NW）* 1/8 1名（MSW） 1名 -
1/8-1/11　能登町の避難所応援と状況アセスメント（MSW）

※長野県災害福祉広域支援ネットワーク協議会（事務局＝長野県社会福祉協議会）

〃（災害福祉NW）* 2/10 1名（MSW） 1名 -
2/10-2/14　能登町の避難所支援（MSW）

※長野県災害福祉広域支援ネットワーク協議会（事務局＝長野県社会福祉協議会）

新潟 糸魚川 県知事 1/9 4名（１班） 4名 1班 1/9～1/13　能登総合病院、珠洲市健康増進センター

柏崎 〃 1/4 4名（１班） 4名 1班 1/4-1/6公立能登総合病院（七尾市）

村上 〃 1/4 4名（１班） 4名 1班 1/4-1/7輪島市内

佐渡 〃 1/4 5名（１班） 5名 1班 1/4-1/7公立能登総合病院（七尾市）、珠洲市総合病院

〃 1/6 5名（１班） 5名 1班 1/6-1/9金沢大学附属病院（金沢市）、小松市民病院、小松空港

富山 高岡 厚労省医政局 DMAT事務局 1/2 5名（１班） 5名 1班 1/2-1/4公立能登総合病院→町立富来病院(志賀町)から県立中央病院(金沢市)への搬送支援

〃 1/5 5名（１班） 5名 1班 1/5-1/8公立能登総合病院集合→輪島市内で活動

〃 1/8 1名（医師） 1名 - 1/8-1/12医師1名　穴水町で活動（DMATインストラクターの有資格者）

〃 1/9 5名（１班） 5名 1班 1/9-1/13 公立能登総合病院を拠点に活動

〃 1/12 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/12-1/19看護師1名　石川県庁にて情報収集・分析等の支援活動（DMATインストラクターの有資格者）

〃 1/14 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/14-1/23看護師1名　石川県庁にて情報収集・分析等の支援活動（DMATインストラクターの有資格者）

医師会 1/16 1名（JMAT） 1名 JMAT 1/16-1/19医師1名派遣

医師会 1/17 1名（JMAT） 1名 JMAT 1/17臨床検査技師1名派遣

厚労省医政局 DMAT事務局 1/28 6名（1班） 6名 1班 1/28-2/1石川県立中央病院にて活動（医師2名、看護師2名、事務2名）

〃 2/1 1名（ ※ ） 1名 ロジ 2/1-2/7医師1名　穴水町で活動

検査技師会 2/3 2名（技師） 2名 技師 2/3検査技師2名　現地で活動

〃 2/4 4名（技師） 4名 技師 2/4検査技師4名　現地で活動

厚労省医政局 DMAT事務局 2/6 1名（ ※ ） 1名 ロジ 2/6-2/15看護師1名　石川県庁で活動

検査技師会 2/10 1名（技師） 1名 技師 2/10検査技師1名　現地で活動

〃 2/11 1名（技師） 1名 技師 2/11検査技師1名　現地で活動

厚労省医政局 DMAT事務局 2/12 3名（1班） 3名 1班 2/12-2/16医師1名、看護師2名　現地で活動　※以上でDMAT要請は終了

検査技師会 2/13 1名（技師） 1名 技師 2/13-2/17検査技師1名　県庁で活動

滑川 医師会 2/3 5名（JMAT） 5名 JMAT 2/3-2/6

検査技師会 2/10 1名（技師） 1名 技師 2/10検査技師1名　現地で活動

医師会 3/16 1名（JMAT） 3/16-3/19　1名派遣予定

令和６年能登半島地震における厚生連病院のDMAT等の職員派遣状況
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注：黄色い網掛けは現在活動中、緑色の網掛けは活動予定を示す。

岐阜 中濃 県 1/2 5名（１班） 5名 1班 1/2-1/5公立能登総合病院（七尾市）集合→市立輪島病院（輪島市）での病院支援指揮所本部活動及び外来診療業務、資材支援。

〃 1/4 4名（１班） 4名 1班 1/4-1/7市立輪島病院（輪島市）で先遣隊から持参物品引継ぎ→輪島市内の避難所にて、避難者の健康調査及び生活環境調査。

〃 1/17 4名（１班） 4名 1班 1/18-1/19輪島市内のライフラインの途絶えた高齢者施設から安全な別施設への搬送業務、自衛隊に同行しメディカルチェック等を行う。

〃 1/27 4名（１班） 4名 1班 1/28-1/29　輪島市内の避難所での支援活動（医師1名・看護師1名・調整員2名）

JHAT 2/18 １名（臨工） 1名 - 2/18～2/27　JHAT(日本災害時透析医療協働支援チーム）　臨床工学技士 １名派遣

久美愛 県 1/2 6名（１班） 6名 1班 1/2-1/5公立能登総合病院（七尾市）集合→能都町内の避難所支援、患者搬送及び公立能登総合病院内活動拠点本部にて病院間患者搬送支援。

JHAT 1/11 １名（臨工） 1名 - 1/11～1/20　JHAT(日本災害時透析医療協働支援チーム）　臨床工学技士 １名派遣

県 2/2 5名（１班） 5名 1班
2/2　（医師1名・看護師2名・調整員2名(うち１名薬剤師)）

輪島市役所（本部）→医療班は孤立集落施設（門前地区）支援、業務調整班は、輪島市役所（本部）で避難者搬送調整等を支援。

西濃 〃 1/4 5名（１班） 5名 1班 1/4-1/7公立能登総合病院（七尾市）集合→珠洲市内の避難所調査及び支援活動。

〃 1/25 5名（１班） 5名 1班 1/26　輪島市役所入り（医師1名・看護師2名・調整員2名） 1/26-1/27 輪島市役所 本部支援活動、市立輪島病院 病棟支援活動

静岡 遠州 日本臨床衛生検査技師会 2/2 1名（技師） 1名 技師 2/2-2/4　石川県珠洲地区

日本災害リハビリテーション支援協会（JRAT） 2/10 ２名（JRAT） 2名 JRAT 2/10-12　石川県被災地域（現地対策本部支援業務及び避難所支援業務）

〃 2/16 ２名（JRAT） 2名 JRAT 2/16-17　JRAT中央対策本部（東京）（JRAT中央対策本部におけるロジスティック業務）

静岡 日本臨床衛生検査技師会 2/2 1名（技師） 1名 技師 2/2-2/4　石川県珠洲地区

清水 〃 2/2 1名（技師） 1名 技師 2/2-2/4　石川県珠洲地区

愛知 安城 県医務課 1/3 5名（１班） 5名 1班 1/3-1/7市立輪島病院（2次）

〃 1/8 5名（１班） 5名 1班 1/8-1/12能登町役場（４次）

〃 1/21 5名（１班） 5名 1班 1/21-1/26（6次）

県看護協会 2/8 1名（看護） 1名 ナース 2/8-11  災害支援ナース

県看護協会 2/11 1名（看護） 1名 ナース 2/11-14　災害支援ナース

江南 〃 1/2 6名（１班） 6名 1班 1/2-1/5市立輪島病院（１次）

〃 1/10 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/10-11　愛知県庁（名古屋空港SCUロジ）

〃 1/13 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/13-14　愛知県庁（名古屋空港SCUロジ）

〃 1/18 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/18-19　愛知県庁（名古屋空港SCUロジ）

〃 1/22 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/22　愛知県庁（名古屋空港SCUロジ）

〃 1/21 5名（１班） 5名 1班 1/21-1/26（6次）

〃 2/5 1名（ ※ ） 1名 ロジ 2/5-7 石川県庁

〃 2/9 1名（ ※ ） 1名 ロジ 2/9-2/12  石川県庁

〃 2/12 1名（ ※ ） 1名 ロジ 2/12-15 石川県庁

日本臨床衛生検査技師会 2/2 1名（技師） 1名 技師 2/2-2/4　DVT検診（臨床検査技師）

県看護協会 2/22 1名（看護） 1名 ナース 2/22-26　災害支援ナース

海南 〃 1/2 4名（１班） 4名 1班 1/2-1/5能登総合病院（1次）

〃 1/8 4名（１班） 4名 1班 1/8-1/14公立宇出津総合病院（４次）

〃 1/20 4名（１班） 4名 1班 1/20-1/24（6次）

豊田 〃 1/2 5名（１班） 5名 1班 1/2-1/5石川県庁他　医師のみ1/7まで活動（1次）

〃 1/8 4名（１班） 4名 1班 1/8-1/12珠洲総合病院（４次）

〃 2/2 １名（※） 1名 ロジ 2/2-2/8　石川県庁での本部活動（医師１名）

日本臨床衛生検査技師会 2/2 4名（技師） 4名 技師 2/2-2/5　DVT検診（臨床検査技師）

稲沢 〃 1/2 5名（１班） 5名 1班 1/2-1/5能登総合病院（1次）

県医師会 1/21 1名（JMAT） 1名 JMAT JMAT1/21-24 看護師１名　稲沢市医師会の他職員と活動

知多 〃 1/3 5名（１班） 5名 1班 1/3-1/8柳田温泉病院（2次）

足助 栄養士学会 1/9 1名（栄養） 1名 栄養 1/9-1/12　JDAｰDAT（栄養士学会災害派遣）七尾市で活動

県医師会 JMAT派遣調整中（手上げ病院　江南、豊田、足助、稲沢）

県看護協会 災害支援ナースの派遣を調整中（日程や人員未定）

三重 松阪 県 1/1 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/1三重県庁

〃 1/2 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/2、1/4三重県庁内

〃 1/2 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/2-1/7石川県庁内

〃 1/2 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/2-1/7能登総合病院内

〃 1/2 5名（1班） 5名 1班 1/2-1/5輪島病院へ派遣

〃 1/6 3名（1班） 3名 1班 1/6-1/9能登総合病院/穴水総合病院

〃 1/11 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/11三重県庁

〃 1/15 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/15三重県庁

〃 1/15 4名（1班） 4名 1班 1/15-1/19能登総合病院

〃 1/16 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/16三重県庁

〃 1/18 3名（1班） 3名 1班 1/18-1/22５名（１班（松阪3名、菰野2名））（1名1/18-1/26。1名1/18-1/25。）

〃 1/27 3名（1班） 3名 1班 1/27-1/31　輪島病院

〃 1/27 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/27、1/29　三重県庁

県看護協会 1/29 1名（看護） 1名 ナース 1/29-2/3　災害支援ナース　石川総合スポーツセンター

〃 2/7 2名（看護） 2名 ナース 2/7-2/12　石川県庁へ参集

〃 2/13 1名（看護） 1名 ナース 2/13-2/18　石川県庁

県 2/14 3名（1班） 3名 1班 2/14-2/17　金沢スポーツセンター

県看護協会 2/16 1名（看護） 1名 ナース 2/16-2/20　石川県庁

鈴鹿中央 県 1/4 4名（１班） 4名 1班 1/4-1/7能登総合病院へ派遣

〃 1/12 3名（１班） 3名 1班 1/12-1/16　４名（１班（鈴鹿3名、菰野1名））　能登総合病院へ派遣

県看護協会 1/17 1名（看護） 1名 ナース 1/17-1/22　災害支援ナース　石川総合スポーツセンター

県 1/23 4名（１班） 4名 1班 1/23-1/27輪島市役所へ派遣

県看護協会 1/29 1名（看護） 1名 ナース 1/29-2/2　災害支援ナース　石川総合スポーツセンター

菰野 〃 1/12 1名（-） 1名 - 1/12-1/16　４名（１班（鈴鹿3名、菰野1名））　能登総合病院へ派遣

〃 1/18 2名（-） 2名 - 1/18-1/22５名（１班（松阪3名、菰野2名））

いなべ 〃 1/4 5名（１班） 5名 1班 1/4-1/7能登総合病院へ派遣

県看護協会 1/21 2名（看護） 2名 ナース 1/21-1/24　災害支援ナース　石川総合スポーツセンター

〃 1/24 1名（看護） 1名 ナース 1/24-1/27　災害支援ナース　石川総合スポーツセンター

大台 県 1/2 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/2三重県庁

〃 1/18 1名（ ※ ） 1名 ロジ 1/18三重県庁

広島 廣島 県 1/12 4名（１班） 4名 1班 1/12-17能登医療圏DMAT活動拠点本部参集後、穴水町で活動。４名（医師２名、看護師２名）

尾道 県 1/30 4名（１班） 4名 1班 2/1～2/4（活動日）４名（医師1名・看護師2名・薬剤師1名）

山口 周東 県 1/12 5名（１班） 5名 1班 （1/11出発）1/12-1/17 公立能登総合病院集合→能登総合病院内で活動

長門 県看護協会 1/21 1名（看護） 1名 ナース 1/26～1/31　支援ナース(看護協会)

医師会 1/24 4名（JMAT） 4名 JMAT 2/8～2/11　JMAT　4名

徳島 阿南 県 1/22 4名（１班） 4名 1班 1/23-27拠点本部での活動又は避難所等での医療活動。4名(医師1名・看護師1名・業務調整員2名)

医師会 1/30 1名（JMAT） 1名 JMAT 1/31-2/2　看護師1名派遣　輪島市門前町にて活動

吉野川 医師会 1/24 5名（JMAT） 5名 JMAT 1/25-27避難所等での医療活動。5名(医師2名・看護師1名・薬剤師1名・業務調整員1名)

医師会 2/14 1名（JMAT） 1名 JMAT 2/15-2/17　看護師1名派遣　能登地方を中心とした避難所等にて活動

香川

高知

大分

鹿児島

460名 75班３月１日現在活動中 0名（DMAT-0、JMAT-0、ナース-0、ロジ-0、その他-0） - 11 -



２.厚生連の対応等

都道府県 対象施設名 内容

富山 厚生連高岡病院
停電や断水はないが、水質汚濁のため、手術や透析が一時的に中止

⇒1/9から通常診療に復帰

新潟

けいなん総合病院

上越総合病院

三条総合病院

新潟医療センター

屋上看板の破損

建物にひび、機器の破損等あり

検査装置にエラー発生

駐車場の液状化 7

（３）被災地（石川県）からの患者受入

都道府県 対象施設名 内容

富山
厚生連高岡病院
厚生連滑川病院

1/10、厚生連高岡病院が
石川県の療養型病院及び高齢者施設から患者10名の入院を受入。
患者の状態を見て順次10名全員を厚生連滑川病院に転院。

1/19、厚生連高岡病院が
石川県の療養型病院から患者３名の入院を受入。
患者の状態を見て1/25、26に３名全員を滑川病院に転院。

愛知 江南厚生病院
1/10、江南厚生病院が３名の患者の入院を受入

石川県内の高齢者施設等から自衛隊航空機で移送

【参考】厚生連施設の被害

- 12 -



8

医政地発0111 第1 号

令和６ 年１ 月11 日

各都道府県衛生主管部（局）長 殿 （ 石川県を除く）

厚生労働省医政局地域医療計画課長

令和６年能登半島地震における医療機関等からの

患者の受入れについて（協力依頼）

今般の令和６年能登半島地震については、必要な医療の確保に最

大限の御尽力をいただき、厚く御礼申し上げます。

現在、被災地では被災者に対する必要な医療の確保に向けて様々

な調整を行っているところですが、医療機関等の被災により、入院

患者等について、適切に転院を行う必要が生じているところです。

また、これらの転院希望者について、石川県内の医療機関への転院

を行うことが困難な状況も生じていることから、石川県内からの貴

都道府県における患者の受入れについて、御協力いただきますよう

お願いいたします。

照会先

厚生労働省医政局 地域医療計画課

災害等緊急時医療・周産期医療等対策室

厚生労働省からの患者の受入要請

２.厚生連の対応等

厚生労働省DMAT事務局からの派遣要請

【緊急】能登半島地震対応：DMAT（3次隊）の派遣要請について

宮城県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県

各県災害医療担当者各位

（情報共有のため、派遣要請対象で無い都道府県にも送付しております）

厚生労働省DMAT事務局

1月1日に発生した能登半島地震について、石川県からDMAT（3次隊）

の派遣要請がありました。詳細は下記のとおりです。

記

（1）派遣要請都道府県：宮城県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、

群馬県、新潟県のDMAT派遣を要請いたします。

（2）参集日時：１月６日（土）安全に到着出来るよう日没頃までを

目処に参集願います。

（3）参集拠点：（石川県）能登医療圏DMAT活動拠点本部

(能登総合病院内)

（4）出動可能なDMATについて、

広域災害・救急医療情報システム【EMIS】に入力するよう

ご指導方、よろしくお願いいたします。

（5）「スタッドレスタイヤ」での移動を必須とします。

（6）道路状況についてはEMIS緊急情報に掲載しております。

厚生労働省DMAT事務局 000-000-0000

● ● ● ● ● ● ● @ ● ● ● ● ●.com

- 13 -



２.厚生連の対応等

9

（４）医療コンテナを能登半島地震の被災地へ

能登半島地震被災地の支援として、

国は災害時の医療コンテナ活用に向け

た取り組みを進めており、ＪＡ神奈川

県厚生連相模原協同病院が所有するコ

ンテナ型診療所１基も被災地に届けら

れた。

厚生労働省によると、石川県内の避

難所などには１月31日現在、計21基の

医療コンテナが配備されている。

- 14 -



２.厚生連の対応等

10

（４）医療コンテナの支援

資料：ＪＡ神奈川県厚生連 相模原協同病院 - 15 -
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【参考】日本農業新聞による報道

- 16 -
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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【参考】日本農業新聞による報道
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北海道

1 旭川厚生病院

2 帯広厚生病院

3 札幌厚生病院

4 遠軽厚生病院

5 網走厚生病院

6 倶知安厚生病院

7 摩周厚生病院

8 むかわ町鵡川厚生病院

9 美深厚生病院

10 常呂厚生病院

秋田

11 かづの厚生病院

12 北秋田市民病院

13 能代厚生医療センター

14 湖東厚生病院

15 秋田厚生医療センター

16 由利組合総合病院

17 大曲厚生医療センター

18 平鹿総合病院

19 雄勝中央病院

福島

20 白河厚生総合病院

21 塙厚生病院

22 高田厚生病院

23 坂下厚生総合病院

24 鹿島厚生病院

25 双葉厚生病院

茨城

26 総合病院水戸協同病院

27 県北医療センター高萩協同病院

28 総合病院土浦協同病院

29 ＪＡとりで総合医療センター

30 茨城西南医療センター病院

31 土浦協同病院なめがた地域医療センター

上都賀

32 上都賀総合病院

佐野

33 佐野厚生総合病院

神奈川

34 相模原協同病院

35 伊勢原協同病院

長野

36 佐久総合病院

37 佐久総合病院佐久医療センター

38 佐久総合病院小海分院

39 浅間南麓こもろ医療センター

40 北アルプス医療センターあづみ病院

41 長野松代総合病院

42 長野松代総合病院附属若穂病院

43 北信総合病院

44 鹿教湯三才山リハビリテ－ションセンタ－鹿教湯病院

45 鹿教湯三才山リハビリテ－ションセンタ－三才山病院

46 南長野医療センター新町病院

47 南長野医療センター篠ノ井総合病院

48 富士見高原医療福祉センター富士見高原病院

49 下伊那厚生病院

新潟

50 糸魚川総合病院

51 けいなん総合病院

52 上越総合病院

53 柏崎総合医療センター

54 小千谷総合病院

55 長岡中央綜合病院

56 三条総合病院

57 新潟医療センター

58 豊栄病院

59 あがの市民病院

60 村上総合病院

61 佐渡総合病院

富山

62 厚生連高岡病院

63 厚生連滑川病院

岐阜

64 久美愛厚生病院

65 東濃厚生病院

66 中濃厚生病院

67 揖斐厚生病院（西濃厚生病院）

68 岐北厚生病院

69 西美濃厚生病院

70 高山厚生病院

71 土岐市立総合病院

静岡

72 ＪＡ静岡厚生連遠州病院

73 ＪＡ静岡厚生連静岡厚生病院

74 ＪＡ静岡厚生連清水厚生病院

75 ＪＡ静岡厚生連ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ中伊豆温泉病院

愛知

76 安城更生病院

77 渥美病院

78 江南厚生病院

79 海南病院

80 豊田厚生病院

81 稲沢厚生病院

82 足助病院

83 知多厚生病院

三重

84 松阪中央総合病院

85 鈴鹿中央総合病院

86 三重北医療センター菰野厚生病院

87 三重北医療センターいなべ総合病院

88 大台厚生病院

89 鈴鹿厚生病院

広島

90 尾道総合病院

91 吉田総合病院

92 廣島総合病院

山口

93 周東総合病院

94 長門総合病院

95 小郡第一総合病院

徳島

96 阿南医療センター

97 吉野川医療センター

98 阿波病院

香川

99 屋島総合病院

100 滝宮総合病院

高知

101 ＪＡ高知病院

大分

102 大分県厚生連鶴見病院

鹿児島

103 鹿児島厚生連病院

ＪＡ厚生連病院位置図（103病院）令和５年４月１日時点

◎

◎

◎

◎

◎
◎

◎ ◎

◎

◎
◎

◎

組合員および地域住民が日々健やかに生活できるように、
保健・医療・高齢者福祉の事業を通じて支援を行うことにより、
地域社会の発展に貢献する

DMATの登録有（48病院）

災害拠点病院（45病院）左表の青色網掛け

DMAT有 （ 3病院）左表の黄色網掛け
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

令和６年能登半島地震被災地へＤＭＡＴ出動 

（ＪＡ秋田厚生連・かづの厚生病院） 

ＤＭＡＴ（ディーマット）とは、災害派遣医療チーム（Disaster Medical Assistance 

Team）の略称で、「災害急性期に活動できる機動性を持った訓練を受けた医療チーム」

と定義されています。医師、看護師、業務調整員（医師、看護師以外の医療職及び事

務職員）で構成され、大規模災害等が発生した際に出動し、災害現場で活動を行いま

す。 

１月１日、能登半島で最大震度７の地震が発生し、石川県等での甚大な被害に対し

ＤＭＡＴ出動要請があり、かづの厚生病院（吉田雄樹病院長）のＤＭＡＴ隊員も医師、

看護師、薬剤師、事務職員各１名ずつの計４名編成で出動しました。 

１月 11 日に病院を出発し、１月 12日より公立能登総合病院の本部付けで活動を行

いました。周辺の福祉施設巡回や、能登総合病院から 70 ㎞程離れた石川県庁との間

で物資搬送等を行い、１月 15日任務を終え帰院しました。 

隊員からは「結成以来、初の出動で緊張もしたが、施設での活動の際は感謝の言葉

をいただき、支援にあたってよかったと感じた」と報告がありました。 

被災地はいまだ終息を見通せない状況にありますが、多くの医療機関等の支援によ

り、一日も早く復興されることを願っております。 

（淡路明美通信員） 

ＤＭＡＴ隊員と DMAT 活動拠点本部 
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

外来待ち時間短縮に向けての取り組み 

（ＪＡ秋田厚生連・平鹿総合病院） 

秋田県厚生連（小野地章一・代表理事理事長）では、外来待ち時間の短縮および院

内の混雑緩和を目的に、令和５年４月の由利組合総合病院（軽部彰宏病院長）を皮切

りに、順次外来運用変更を行っており、今年３月までに全病院完了する予定です。 

平鹿総合病院（堀口聡病院長）は令和５年 11 月 27 日に運用変更を行いましたの

で、主な変更点についてご紹介します。 

１つ目は、受付時に全ての患者さんに対してスケジュール票が発行されます。診察

前に検査がある場合、各科受付窓口に立ち寄ることなく、直接検査に進むことができ

ます。 

２つ目は、会計の流れを変更しました。各科窓口で計算していた会計を集中会計窓

口に集約し、さらに自動会計チェック機を導入したことにより、自動計算される場合

は会計の待ち時間がなくなりました。 

３つ目は、スマホアプリ Sma-pa の導入です。再来受付機と連動しており、スマホ

診察券での診察受付や予約前日にお知らせが届くリマインド機能のほか、アプリにク

レジットカード情報を登録して、受付後に「医療費あと払い」機能を設定すると、診

察終了後は会計を待たずに帰宅することができます。 

外来運用を変更して間もないこともあり、患者さんが戸惑わずに受診できるよう、

丁寧な案内を心

がけております。

今後も待ち時間

短縮に繋がる取

り組みを継続し

ながら、さらに満

足していただけ

る病院を目指し

て参ります。 

（淡路明美通信員） 

再来受付機 集中会計窓口 
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

救急医療機器を充実 

（ＪＡ茨城県厚生連） 

ＪＡ茨城県厚生連（長谷川博史・代表理事理事長）は、全国共済農業協同組合連合

会（以下、全共連）から、「救急･リハビリ医療機器助成」を受けて、総合病院土浦協

同病院（河内敏行病院長）に生体情報モニタリングシステム（日本光電製）を導入し

ました。 

これは、「ＪＡ共済の地域貢献活動」における交通事故対策に関する取り組みの一

環で、ＪＡ関連医療機関の救急医療機器等を充実させ、被害者の救命や障害者の社会

復帰支援を図っています。 

今回導入したシステムは、今後稼働を予

定しているＥＨＣＵ(救命救急ハイケアユ

ニット）に設置されました。心電図、心拍

数、血圧、体温といったバイタルサインを

継続的に測定・記録し、患者の状態に異常

が発生した際はアラーム音が鳴り、周囲の

医療スタッフに容態変化をいち早く知ら

せることができます。 

こうした全共連との協同の取り組みに

より、体制強化に努めながら、これからも

救急医療に尽力していきます。 

（酒井一彦通信員） 

生体情報モニタリングシステム（日本光電製） 
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

被災地へＤＭＡＴ派遣 

（ＪＡ神奈川県厚生連・相模原協同病院） 

１月 12 日に相模原協同病院（渋谷明隆病院長）は、令和６年能登半島地震の被災

地で医療支援活動を行っていた災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）が活動を終えて帰還

しました。 

現地で任務にあたっていたのは、医師１人、看護師２人、業務調整員２人の計５人。

県の要請に基づいて１月 12 日から 19日まで、石川県珠洲市の珠洲市総合病院で、主

に転院搬送調整、物資調達支援、ＥＲ・病棟支援などを行いました。菊地医師から活

動の経緯や、断水のためシャワーが十分に使えなかった事、道路状況が悪く自衛隊車

両や空路ではないと行けない地域があり、被災状況の全てを把握しきれなかった等の

報告がありました。渋谷病院長は「ＤＭＡＴの５人が元気に帰ってきたことがうれし

い事で誇りに思います。慣れない災害の地での医療活動は大変だったと思います。ご

苦労様でした」と労いの言葉をかけました。 

（生沼貴彦通信員） 

ＤＭＡＴ隊員 
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

伊勢原市消防出初式に参加 

（ＪＡ神奈川県厚生連・伊勢原協同病院） 

１月７日に伊勢原協同病院（鎌田修博病院長）は、伊勢原市総合運動公園の自由広

場にて、伊勢原市消防出初式に参加しました。地域の消防職員や消防団員に加えて、

伊勢原協同病院の自衛消防隊も参加し、力強い分列行進を披露しました。 

今回は、能登半島地震や羽田空港での事故を受け、一斉放水を無色の水で行うなど

一部規模を縮小しての開催となりました。また、式典前に黙とうが捧げられ、追悼の

意を表しました。式典では功績表彰をはじめ、消防車両の見学や、消防隊員による救

助訓練が披露されました。今後も災害対策に力を入れ、有事に備えてまいります。 

（生沼貴彦通信員） 

伊勢原市消防出初式の様子 
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

南長野医療センター篠ノ井総合病院 
新病院整備第２期工事竣工祝賀会 

（ＪＡ長野厚生連・南長野医療センター篠ノ井総合病院） 

ＪＡ長野厚生連（洞和彦・代表理事理事長）は２月 16 日、2021（令和３）年 10月

に着工した新病院整備第２期工事の完成を迎え、地元行政、ＪＡ及び厚生連、施工関

係者の方々にご臨席いただき竣工祝賀会を長野市において執り行いました。 

今回の工事では、地下１階・地上６階の北棟を新築し「全室個室化」による患者さ

んのプライバシー確保や感染防止対策の強化をはかるとともに、予防医療の充実、リ

ハビリテーション機能の強化、職員が働きやすい職場環境等の整備を行いました。

祝賀会では、ＪＡ長野厚生連経営管理委員会の神農佳人会長が「昭和 42 年に病床

数 30 床で開設した病院が近隣住民の皆様、関係各位のご理解とご協力のもと、ここ

まで充実し、地域に欠かすことができない病院となった。地元農協出身として心強く

感じている。また、新築した病棟は、感染症流行禍の経験を踏まえ全室個室対応する

など、全国的にも先進的な工夫を取り入れている。今後も地域の拠点としての役割を

果たしていく」と述べました。 

そのほか、病院を代表して南長野医療センターの宮下俊彦統括院長、関係行政代表

として病院運営委員会委員長の荻原健司長野市長からご挨拶をいただきました。 

また、本工事の設計・施工を担った企業各社の皆様に、2年間にわたる長期工事に

あたり卓越した知識とご経験を存分に生かし立派に竣工いただいたことへの感謝の

意を表し、経営管理委員会の千國茂副会長から感謝状及び記念品を贈呈しました。 

神農経営管理委員会会長挨拶 
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

これにて、2013（平成 25）年の第 1期工事着手から足掛け 11年に及ぶ新病院建築

の総合竣工となりました。今後も地域の保健・医療・福祉の拠点として医療体制のさ

らなる充実と、地域の皆様の期待にお応えできるよう患者サービスの向上に努めてま

いります。 

（山岸愛通信員） 

千國経営管理委員会副会長から感謝状贈呈 
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ＪＡ全厚連情報 №1137 2024年３月 

「検診車両２台」受贈 

（ＪＡ熊本厚生連） 

ＪＡ熊本厚生連（宮本隆幸・代表理事会長）は、令和６年２月に「超音波検診車両

２台」をＪＡ共済連熊本から寄贈された。 

ＪＡ共済連熊本の「地域・農業活性化積立金」を活用して導入したもので、組合員・

地域住民が健康で安心して暮らせる豊かな地域づくりをすすめるため、主に住民健診

で使用する。 

今後も組合員及び地域住民の健康維持・増進のため、同車両を積極的に活用しなが

ら健康管理活動に取り組んでまいります。 

（多久弘高通信員） 

県内巡回時の交通安全を祈願 
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